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私たちが、富岡町を守ります。

町内をパトロールする警備会社の皆さん

　

町
内
へ
の
立
入
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
区
域
内
は
ほ
と
ん
ど

未
除
染
の
状
態
で
す
。

　

私
た
ち
が
放
射
線
被
ば
く
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、
各
自
が
線
量
管
理
の

意
識
を
持
ち
、
注
意
事
項
を
守
り
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

区
域
内
に
立
入
る
際
の
注
意
点

■
15
歳
未
満
及
び
妊
婦
の
立
入
り
は
自

粛
す
る
。

■
体
調
不
良
、
体
調
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
立
入
り
を
控
え
る
。

■
被
ば
く
を
避
け
る
た
め
、
不
用
な
立

入
り
を
で
き
る
だ
け
控
え
る
。

■
屋
外
で
の
作
業
は
で
き
る
だ
け
控
え
、

特
に
風
の
強
い
日
な
ど
の
作
業
は
避

け
る
。

■
屋
外
で
作
業
を
す
る
と
き
は
、
タ
イ

ベ
ッ
ク
ス
ー
ツ
・
マ
ス
ク
・
手
袋
等
を

着
用
し
、
作
業
終
了
後
は
、
必
ず
手
洗

い
・
う
が
い
・
洗
顔
等
を
行
う
。

■
屋
外
で
の
飲
食
・
喫
煙
は
し
な
い
。

■
区
域
内
で
保
管
さ
れ
て
い
た
物
の
飲

食
や
持
ち
出
し
は
行
わ
な
い
。

■
井
戸
水
、
河
川
水
、
雨
水
等
は
絶
対

に
飲
用
、
利
用
し
な
い
。

防
護
装
備
と
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　

避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
・
居
住
制

限
区
域
に
立
入
る
場
合
は
、
被
ば
く
線

量
低
減
の
た
め
、
防
護
装
備
を
着
用
し

個
人
線
量
計
も
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
義
務
付
け
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
健
康
管
理
及
び
放
射
性
物

質
拡
散
防
止
の
た
め
、
町
で
は
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
を
推
奨
し

て
い
ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
へ
の
立
入
り
の
際

は
、
中
継
基
地
で
配
布
さ
れ
る
防
護
装

備
を
着
用
し
、
個
人
線
量
計
を
装
着
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
同
様
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
義
務
付
け
と
な
り

ま
す
。

立
入
り
記
録
ノ
ー
ト
の
活
用

　

区
域
の
見
直
し
に
伴
い
、
町
へ
の
立

入
り
回
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
ご
自
身
で
線

量
管
理
を
行
え
る
よ
う「
富
岡
町
へ
の

立
入
り
記
録
ノ
ー
ト
」を
発
行
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
は
、
町
内
に
立
入
り
し

た
際
の
、
立
入
り
日
・
立
入
り
時
間
・

活
動
内
容
・
天
気
・
風
向
き
と
と
も
に

屋
外
の
空
間
線
量
率
を
計
測
し
、
記
入

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
当
日
の
被

ば
く
線
量
は
、
空
間
線
量
率
×
滞
在
時

間
で
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
記

録
し
た
、被
ば
く
線
量
の
累
計
に
よ
り
、

町
へ
立
入
る
回
数
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

放
射
線
は
目
に
見
え
ま
せ
ん
。
一
人

ひ
と
り
の
心
が
け
が
、
健
康
管
理
に
繋

が
り
ま
す
。

避難指示区域見直し

無
用
な
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め

一
人
ひ
と
り
が
線
量
管
理
を

　立入りが自由になり、最も懸念され
ることは防犯・防火対策です。
　町では、町民の皆さんのかけがえの
ない財産を守るため、「とみおか守り
隊」を結成し日中のパトロールを実施
しています。
　なお、夜間は警備会社に委託し、24
時間、365日体制でパトロールに取り
組みます。 

（3）　広報とみおか

３月25日午前０時
避難指示区域見直しが実施されました
富岡町の避難指示区域見直しが実施され、町内が帰還困難、居住制限、
避難指示解除準備の３区域に再編されました。

　

避
難
指
示
区
域
見
直
し
の
実
施
に

伴
い
、
３
月
25
日
、
居
住
制
限
区
域

と
帰
還
困
難
区
域
と
の
境
界
に
バ
リ

ケ
ー
ド
等
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
６
号
通
過
車
の
無
用

な
立
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
か
ら
、

帰
還
困
難
区
域
内
の
国
道
６
号
と
接

す
る
道
路（
富
岡
消
防
署
交
差
点
以

外
）に
も
バ
リ
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

立
ち
入
り
に
つ
い
て

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
町
内
の
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
居
住
制
限
区

域
に
つ
い
て
は
立
入
り
の
制
限
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
帰
還
困
難
区
域
は
、
従

来
ど
お
り
の
一
時
立
入
り
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
立
入
り
頻
度
が
緩

和
さ
れ
ま
す（
原
則
月
１
回
）。

　

な
お
、
立
入
り
の
際
に
必
要
と
な

る
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
及
び

　

居
住
制
限
区
域

・
立
入
り
者
全
員
の
身
分
証
明
証（
必
須
）

・
立
入
り
証

■
帰
還
困
難
区
域（
通
過
を
含
む
）

・
立
入
り
者
全
員
の
身
分
証
明
書（
必
須
）

・
通
行
証（
必
須
）

・
立
入
り
証

防
犯
対
策
の
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

　

立
入
り
が
自
由
と
な
る
こ
と
か
ら

犯
罪
や
火
災
の
防
止
と
抑
止
の
た
め
、

警
察
、
消
防
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
警
備

会
社
に
よ
る
巡
回
が
24
時
間
３
６
５

日
体
制
で
行
わ
れ
、
必
要
に
応
じ
て

職
務
質
問
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
際
、
身
分
証
明
書
の

提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
富
岡
町
と
町
民
の
皆
さ
ま
の

財
産
を
守
る
た
め
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
町
内
へ
立
入
る
際
は
、「
富
岡
町
へ

の
立
入
り
の
し
お
り
」を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

区域別状況

避難指示解除準備区域 居住制限区域 帰還困難区域

放射線量率の違い 年20mSv以下 年20mSv超～
年50mSv以下 年50mSv超

立入り規制 立入制限なしバリケードは設置せず 立入制限あり
バリケード設置

除　　染 立入が容易なため、
優先的に除染を実施

立入規制のため作業
に難があり当面はモ
デル除染を実施

復旧工事 早期着手可能
除染後、20mSv
以下とした上で
実施

未除染の場合、拠点
施設以外着手困難

宿泊・避難 いずれの地域も宿泊できません
いずれの地域も避難指示は継続されます

広報とみおか　（2）



Ｂ地区バリケードＢ地区バリケードＡ地区バリケードＡ地区バリケード

広報とみおか　（4）（5）　広報とみおか

Ｂ地区バリケードＢ地区バリケードＡ地区バリケードＡ地区バリケード

広報とみおか　（4）（5）　広報とみおか



平成25年度一般会計当初予算

総務費
2,385,506千円（30.5％）

民生費
2,188,509千円（28.0％）

土木費
824,381千円（10.6％）教育費

339,028千円
（4.3％）

災害復旧費
240,663千円（3.1％）

その他
55,539千円（0.7％）

公債費
349,452千円（4.5％）

農林水産業費
335,633千円（4.3％）

衛生費
295,365千円（3.8％）

消防費
486,293千円（6.2％）

商工費
203,446千円（2.6％）

議会費
109,678千円（1.4％）

歳出78億1,349万円

【基金の状況（見込額）】 　
基　金　名 平成24年度末

残　高
平成25年度中 平成25年度末

残　高積立額 取くずし額

財政調整基金 46億7,786万円 537万円 3億5,948万円 43億2,375万円

減債基金 2億9,701万円 5万円 507万円 2億9,200万円

行政財産維持基金 4億4,513万円 9万円 3億8,700万円 5,822万円

公共用施設維持基金 575万円 0万円 0万円 575万円

社会福祉基金 2億7,662万円 6万円 0万円 2億7,667万円

町勢振興基金 4,007万円 1万円 0万円 4,008万円

文化振興基金 2億6,324万円 123万円 0万円 2億6,447万円

ふるさと水と土基金 1,070万円 0万円 0万円 1,071万円

滝川ダム建設対策基金 2億6,305万円 6万円 1億2,300万円 1億4,012万円

さくら事業基金 212万円 0万円 0万円 212万円

公共用施設維持運営基金 10億5,970万円 10億1,340万円 9億円 11億7,310万円

電源交付金公共用施設維持基金 1億4,244万円 3万円 0万円 1億4,247万円

双葉地区教育構想支援基金 3,780万円 3万円 365万円 3,419万円

災害復興基金 8億9,417万円 19万円 0万円 8億9,436万円

東日本大震災復興交付金基金 2,289万円 1万円 2,288万円 1万円

小　計 34億6,366万円 10億1,510万円 14億3,653万円 30億4,224万円

計 84億3,854万円 10億2,053万円 18億108万円 76億5,799万円

※端数処理の関係で合計が一致しない場合があります。

【特別会計予算】 　
25年度予算額（A）24年度予算額（B）増減率（％）

国民健康保険事業 21億210万円 16億5,719万円 26.8 

公設地方卸売市場事業 2万円 2万円 0.0 

蛇谷須地区特定環境保全公共下水道事業 3,020万円 1,393万円 116.7 

公共下水道事業 6億1,117万円 5億8,594万円 4.3 

農業集落排水事業 1億3,144万円 8,057万円 63.1 

曲田土地区画整理事業 308万円 2,136万円 -85.6 

介護保険事業 11億4,987万円 11億5,430万円 -0.4 

後期高齢者医療 9,750万円 1億355万円 -5.8 

仮設診療所 7,549万円 5,907万円 27.8 

介護サービス事業 417万円 354万円 18.1 
42億503万円 36億7,946万円 14.3 

120億1,853万円 107億2,629万円 12.0 

【地方債現在高（見込額）】 　
会　計　名 平成24年度末

残　高
平成25年度中 平成25年度末

残　高起債見込額 償還見込額
一般会計 21億398万円 4億円 3億1,924万円 21億8,472万円

蛇谷須地区特定環境保全公共下水道 6,333万円 0円 1,086万円 5,247万円

公共下水道 38億5,432万円 0円 2億8,207万円 35億7,225万円

農業集落排水 10億3,129万円 0円 5,790万円 9億7,339万円

曲田土地区画整理 289万円 0円 289万円 0円

計 70億5,581万円 4億円 6億7,296万円 67億8,285万円

特
定
目
的
基
金

●
歳　

出

　

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業

や
震
災
避
難
に
要
す
る
事
業
に
最

優
先
か
つ
重
点
的
に
予
算
を
編
成

し
つ
つ
、
将
来
的
な
財
政
運
営
の
健

全
化
に
可
能
な
限
り
努
め
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
予
算
の
特
徴
と
し

て
は
、
町
道
や
橋
梁
の
復
旧
事
業
の

本
格
化
、
町
道
の
亀
裂
や
段
差
等
の

修
繕
、
防
火
施
設
の
新
設
・
修
繕
の

実
施
、
警
戒
区
域
の
見
直
し
に
よ
っ

て
心
配
さ
れ
る
犯
罪
対
策
と
し
て

町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
啓
発

の
実
施
な
ど
が
重
点
事
業
で
す
。

　

ま
た
、
長
期
に
渡
り
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
町
民
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め

各
世
帯
等
へ
の
広
報
誌
の
発
送
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
情
報
の
共

有
、
仮
設
住
宅
自
治
会
・
町
民
団

体
へ
の
援
助
、
県
外
避
難
地
域
ご

と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

な
ど
に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
富

岡
か
ら
離
れ
て
生
活
す
る
こ
と
へ

の
不
安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、
ま

た
安
全
な
町
内
へ
の
立
ち
入
り
が

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

（7）　広報とみおか

78億1,349万円
歳入78億1,349万円

自主財源
3,404,011千円
（43.6％）

町税
1,422,551千円
（18.2％）

財産収入
10,045千円
（0.1％）

繰越金・諸収入
153,786千円（2.0％）

使用料・手数料等
4,322千円（0.0％）

繰入金
1,801,081万円
（23.1％）

分担金・負担金
12,226千円
（0.2％）

国庫支出金
1,490,188千円
（19.1％）

県支出金
719,216千円
（9.2％）

町債
500,000千円（6.3％）

その他
240,078千円（3.1％）

地方交付税
1,460,000千円
（18.7％） 依存財源

4,409,482千円
（56.4％）

　

平
成
25
年
度
予
算
が
、
３
月
11

日
か
ら
15
日
ま
で
開
か
れ
た
３
月

定
例
議
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
78
億
１
，

３
４
９
万
円
で
、
対
前
年
度
比

10
・
９
％
の
増
加
で
す
。
特
別

会
計
予
算
を
合
わ
せ
た
総
額
は

１
２
０
億
１
，
８
５
３
万
円
で

12
・
0
％
の
増
加
で
す
。

●
歳　

入

　

主
要
な
自
主
財
源
と
な
る
町
税

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
減
少
見

込
み
で
前
年
度
比
10
・
５
％
の
減

と
な
り
、
14
億
２
，
２
５
５
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

震
災
以
前
と
比
較
す
る
と
約

45
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

歳入予算用語の説明

歳　入……………… １年間の全ての収入のこと

町　税……………… 皆さんが町に収めた税金

繰入金……………… 各種基金から繰り入れられたお金

繰越金……………… 前年度から繰り越されるお金

財産収入…………… 町の持つ財産を運用したり売ったり
したお金

諸収入……………… 雑入など、その他の様々な収入

使用料及び手数料… 皆さんが住民票などを取得する際に
手数料として払ったお金

分担金及び負担金… 特定の利益を受けた方から負担して
いただいたお金

国庫・県支出金…… 特定の目的のために国や県から交付
されたお金

町　債……………… 町の借金のこと。大きな事業を行うため
に、国や金融機関から借り入れたお金

地方交付税………… 財政運営上の不足額を補う普通交付
税、災害時などに交付される特別交
付税、東日本大震災対応のため減収
の補填や復興の財源として交付され
る震災復興特別交付税の総称

各種交付税……… 所得税や自動車取得税など国や県か
ら配分されたお金

歳出予算用語の説明

歳　出…………… １年間の全ての支出のこと

議会費…………… 議会活動に要する経費

総務費…………… 全般的な管理に要する経費

民生費…………… 町民が一定水準の生活と安定した
社会生活を保障するのに必要な経費

衛生費…………… 町民が健康にして衛生的な生活環境
を保持するための経費

農林水産業費……… 農林水産業の振興に要する経費

商工費…………… 商工業の振興に要する経費

土木費…………… 土木事業に要する経費

消防費…………… 消防に要する経費

教育費…………… 教育関係に要する経費

災害復旧費………… 災害によって生じた被害の復旧に
要する経費

公債費…………… 町債返済に要するお金

広報とみおか　（6）



富岡町長　遠藤　勝也

平成 25 年度当初予算

教育と文化

やさしさに満ちた町をめざして

将来を担う子ども達の育成や歴史的財産を継承していきます。

高齢者や障害者、子育て世代が安心してすごせるための事業を実施します。

○震災による就学援助補助事業… 児童生徒に学用品や校外活動費等に要した費用の給付　   5,519万円

○再会の集い事業……………… ふるさと富岡の仲間として、友情を繋ぐ事を目的にした再会の集い事業の実施 682万円

○学校施設維持管理事業……… 町立富岡幼稚園、小中学校三春校の運営と維持管理 1,659万円

○文化交流センター施設管理事業… 学びの森の緊急的な損傷箇所の修繕　　　　　    179万円

○図書館事業………………… 災害に備えた町史の電子化 733万円

○重度心身障害者医療費給付事業… 重度心身障害者に対して医療費の一部を補助　    2,500万円

○緊急通報システム事業……… ひとり暮らし高齢者へ緊急通報装置の貸与   331万円

○児童出産記念手当支給事業… 新生児出産の記念と少子化対策の一環として児童出産記念手当を支給 1,000万円

○児童手当支給事業……………… 中学校修了までの児童を養育している方へ児童手当を支給 2億6,685万円

○保育施設運営事業…………… とみたさくら・みはるせきれい・あだたらつつじ各保育施設の運営や
避難先市町村と連携した保育支援

3,604万円

○保健対策事業…………………… 県内数カ所で健康診断の実施  5,407万円

○予防接種事業…………………… 各種予防接種事業の実施 4,719万円

　３月25日、富岡町の避難指
示区域の見直しが行われまし
た。区域見直しに伴い、帰還
困難区域を除き一定の制限は
あるものの、避難指示解除準
備区域及び居住制限区域につ
いては一時立入りが容易にな
ることから、「ふるさと富岡」

に対する町民の意識の高まりや、除染の本格化ある
いはインフラの復旧・復興に向けた取り組みの加速
化が期待されます。
　平成25年度の予算編成にあたりましては、一時
立入りされる方の安全安心を確保し、除染やインフ
ラの復旧・復興を進め、早期に帰還を希望される方
や、帰還を迷われている方のための受け皿となる社
会基盤の整備に努めるとともに、今後しばらくは避
難生活を継続せざるを得ないため、引き続き生活支

援や健康管理に重点をおいて、財源の配分を行いま
した。
　また、災害支援、生活環境の改善、教育と文化、
やさしさに満ちた町づくりを重点事業に掲げ、生活
の再建と町の復興に取り組んでいかなければならな
いと考えております。
　特に区域見直しによる地域の分断、避難先や避難
形態の違い、あるいは子育て、教育、職場、放射線
に対する考え方など、世代や社会的な立場等によっ
て将来に向けた選択が異なり、町民の間で「心」や
「絆」の繋がりが薄れてしまうことを心配しておりま
す。今こそ各個人や世帯の選択を相互に尊重し合え
る関係を築き、共に考え、手を携えて、この困難な
状況を乗り越えていく必要があると考えます。
　いよいよ、真の復興元年がスタートします。これ
までの遅れを取り戻すためにも、全力を傾注し取り
組んでまいりますので、町民の皆さまには、なお一
層のご指導とご協力をお願いいたします。

「復興元年」の位置づけのもと、全力で取り組む

（9）　広報とみおか

平成25年度重点事業
今年度予算の主な事業をご紹介します

災害支援

生活環境の改善

離散して避難生活を過ごしている町民同士の絆づくりや支援体制をつくります。

区域の見直し後に発生する諸問題等を解決するためにインフラ等の復旧や防火防犯対策を行います。

○応急仮設住宅管理事業……… 仮設住宅の住環境向上を図るため適切な維持管理や追加設備の実施　   1億995万円

○一時立ち入り事業…………… 警戒区域への一時立ち入りを円滑に実施 1,351万円

○コミュニティ推進事業……… 仮設住宅自治会や住民団体活動の支援  8,296万円

○町道維持管理事業…………… 安全向上の一環として草刈り、除草剤散布や町道の段差の解消　    7,030万円

○河川整備事業………………… 大作排水路の改修工事  4,000万円

○常備消防事業………………… 火事や緊急事態対応のため双葉地方広域圏組合への負担金  1億7,312万円

○消防施設維持修繕事業………… 既存の消防施設の修繕　　　　　   1,453万円

○防火防犯パトロール事業…… 防火防犯のためパトロール事業の実施 1億9,101万円

○消防施設整備事業……………… 防火対策の強化のため新たに防火水槽を設置  5,362万円

○道路橋梁施設災害復旧事業… 地震により被災した道路橋梁の復旧を実施 1億6,000万円

広報とみおか　（8）



郷愁のメロディを
　奏でる四家昌博さん

町民の心の声を綴った
「原発難民の詩」の朗読

若さあふれる
ステージを見せた
ORANGE  RANGE 

歌で古里への想いを
　届ける渡辺俊美さん

幻想的な光を灯したキャンドル「希望の灯」
中央右側のキャンドルは、ふるさと富岡の「ろうそく岩」
をモチーフにキャンドルジュン氏により造られた

町民の皆さんによるステージ

心をひとつに町民歌を合唱

（11）　広報とみおか

富
岡
町
東
日
本
大
震
災

追
悼
式
・
咲
く
ら
希
望
の
集
い

故
人
を
偲
び
、
故
郷
の
再
生
と
未
来
へ
の
希
望
を
誓
う

　

多
く
の
尊
い
命
を
奪
い
、

人
々
の
生
活
や
運
命
ま
で
も
一

変
さ
せ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

２
年
。
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

を
偲
び
、
ふ
る
さ
と
富
岡
の
再

生
と
未
来
を
誓
い
合
う
た
め

に
、
３
月
９
日
、
郡
山
市
の
迎

賓
館
グ
ラ
ン
プ
ラ
ス
に
お
い

て
、
富
岡
町
東
日
本
大
震
災
追

悼
式
並
び
に
咲
く
ら
希
望
の
集

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
で
は
、
震
災
関
連
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
と
う

を
捧
げ
た
あ
と
、
遠
藤
町
長
が

「
震
災
に
よ
り
ご
家
族
や
知
人
、

大
切
な
思
い
出
な
ど
多
く
の
か

け
が
い
の
な
い
も
の
を
失
っ
た

皆
さ
ま
の
悲
し
み
、
そ
し
て
原
発

事
故
に
よ
る
避
難
生
活
を
送
ら

ざ
る
を
得
な
い
苦
し
み
は
言
葉

で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
で
す
。

震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
災
害
の
現
状
や
経
過
を
、

国
内
そ
し
て
全
世
界
に
発
信
し

続
け
こ
の
教
訓
を
社
会
に
生
か

し
て
い
く
こ
と
が
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
や
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
対
す
る

私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
」と
挨
拶
。
四
家
昌
博
氏

（
元
富
岡
高
校
講
師
）が
ピ
ア
ノ

を
奏
で
る
中「
原
発
難
民
の
詩
」

の
朗
読
が
披
露
さ
れ
、
最
後
に

望
郷
の
思
い
を
募
ら
せ
な
が
ら

出
席
者
全
員
で
富
岡
町
民
歌
を

合
唱
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た「
咲
く

ら
希
望
の
集
い
」は
、
遠
藤
町

長
、
新
成
人
の
幾
橋
和
貴
さ
ん

（
新
夜
ノ
森
）と
佐
藤
由
樹
広
さ

ん（
同
）に
よ
る「
希
望
宣
言
」で

幕
を
開
け
、
ゲ
ス
ト
の
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｇ
Ｅ 

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
等
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

中
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
懇

親
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

広報とみおか　（10）



　

富
岡
第
一
中
学
校
・
第
二
中
学

校
の
合
同
卒
業
式
が
、
３
月
13
日

に
三
春
町
の
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
卒
業
生
は
、
富
一
中

が
５
名
、
富
二
中
が
９
名
。
式
で

は
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証

書
を
授
与
し
た
あ
と
、
富
一
中
の

吉
田
隆
見
校
長
が「
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
幾
多
の
困
難
に
も
立
ち

向
か
い
、
自
分
の
描
い
た
生
き
方

に
向
け
て
一
歩
一
歩
登
っ
て
ほ
し

い
。」と
卒
業
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

富
一
中
２
年
の
荒
木
明
彦
君
に

よ
る「
富
岡
の
中
学
校
の
伝
統
を

守
り
伝
え
な
が
ら
、
三
春
校
の
基

盤
を
築
き
、
新
し
い
環
境
に
戸
惑

う
私
た
ち
を
力
強
く
導
い
て
く

れ
た
先
輩
た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。」

と
い
う
送
辞
に
対
し
、
卒
業
生

代
表
の
菊
地
志
保
さ
ん（
富
二
中
）

が「
ふ
る
さ
と
富
岡
で
過
ご
し
た

日
々
、
そ
し
て
三
春
町
で
過
ご
し

た
日
々
を
忘
れ
ず
、
明
る
く
強
く

自
分
の
道
を
切
り
開
き
、
未
来
に

向
か
っ
て
前
進
し
て
行
き
ま
す
。」

と
答
辞
を
述
べ
、
一
中
・
二
中
そ

れ
ぞ
れ
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま

し
た
。

　

保
護
者
の
一
人
は「
母
校
で
卒

業
式
を
迎
え
た
か
っ
た
が
、
三
春

校
に
通
っ
た
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
研

修
な
ど
富
岡
で
通
学
し
て
い
た
ら

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
事

を
経
験
で
き
た
。」と
、
我
が
子
の

成
長
と
新
し
い
旅
立
ち
を
祝
福
し

て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
歩
ん
で
ほ
し
い

富
岡
第
一
・
第
二
中
学
校
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い
ま
、
巣
立
ち
の
と
き
…

希
望
に
満
ち
た
未
来
へ
向
け
て

　

富
岡
町
立
幼
稚
園
の
卒
園
式
並
び
に
、
富
岡
第
一
小

学
校
・
第
二
小
学
校
、
富
岡
第
一
中
学
校
・
第
二
中
学

校
の
卒
業
式
が
過
日
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
次
の
新

し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
向
け
て
学
び
舎
を
飛
び
立
ち
ま
し

た
。

　

町
立
富
岡
幼
稚
園
の
卒
園
式

は
、
３
月
18
日
に
三
春
町
の
同
園

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
園
す
る
４
人
の
園
児
た
ち

は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
元
気
良
く

式
場
に
入
場
。
根
本
修
行
園
長
が

卒
園
児
に
修
了
証
書
を
手
渡
し

「
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
小
学
校
で
元
気
に
勉
強
し
て

　

富
岡
第
一
・
第
二
小
学
校
の
合

同
卒
業
式
は
、
春
の
日
差
し
溢
れ

る
３
月
22
日
、
三
春
町
の
同
校
三

春
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
卒
業
す
る
10
名
の
児

童
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
富
一
小
の
八
島
敬
校
長

が「
人
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動

で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
心

優
し
く
思
い
や
り
を
持
っ
た
中
学

生
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は「
パ
ン
屋
に
な
っ

く
だ
さ
い
。」と
式
辞
を
述
べ
た
あ

と
、
園
児
一
人
ひ
と
り
が
幼
稚
園

で
の
思
い
出
や
、
小
学
校
で
頑
張

り
た
い
こ
と
な
ど
を
大
き
な
声
で

発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
卒
園
の
歌
を
合

唱
し
、
列
席
し
た
保
護
者
は
笑
顔

で
巣
立
つ
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。

て
自
分
が
作
っ
た
パ
ン
を
食
べ
た

人
を
笑
顔
に
し
た
い
。」「
震
災
で

飼
い
猫
と
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
動
物
に
優
し
い

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
店
長
に
な

り
た
い
。」な
ど
、
見
守
る
保
護
者

を
前
に
力
強
く
将
来
の
夢
を
発

表
。
式
の
終
了
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
室
で
最
後
の
学
級
活
動
を
行

い
、
在
校
生
や
幼
稚
園
児
、
中
学

生
、
先
生
方
の
見
送
り
を
受
け
な

が
ら
笑
顔
で
学
び
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。
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楽
し
い
思
い
出
を
忘
れ
な
い
よ
！

町
立
富
岡
幼
稚
園

 

夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
く

富
岡
第
一
・
第
二
小
学
校



地　域 期　日 時　　間 会　　　　        　場 管　轄

広野町

4/26（金）

９：30～９：45 坂本好彦宅前空き地 大字折木字高萩159-2

広野

９：50～10：05 正木内地区集会所 大字折木字田中119-1
10：10～10：20 折木地区集会所 大字折木字大平168-1
10：25～10：35 北沢停留所付近三叉路 大字折木字北沢176-403
10：40～10：50 南沢地区集会所 大字折木字南沢79-1
10：55～11：10 亀ヶ崎地区集会所 大字折木字上原159-1
11：15～11：25 東下地区集会所 大字折木字東下97-1
13：00～13：15 役場前駐車場 大字下北迫字苗代替35
13：20～13：30 浜田地区集会所 大字下北迫字浜田54
13：35～13：50 下北迫地区集会所 大字下北迫字新町87-1
13：55～14：10 二ツ沼総合公園野外ステージ付近 大字下北迫字大谷地原75-1
14：15～14：30 広洋台２丁目地内（調整池隣） 広洋台2-2-8
14：35～14：45 上北迫地区集会所 大字上北迫字関山22
14：50～15：00 田の神地区集会所 大字上北迫字大平51-1
15：05～15：15 二本椚地区集会所 大字上北迫字上田郷28-252

4/27（土）

９：30～９：40 築地ヶ丘公園前 大字下浅見川字築地13-2
９：45～10：00 下浅見川地区集会所 大字下浅見川字桜田41
10：05～10：15 桜田地区（金村組付近） 大字上浅見川字坊田82-1
10：20～10：30 大谷内消防屯所 大字上浅見川字大谷内94
10：35～10：45 長畑地区集会所 大字上浅見川字長畑14-1
10：55～11：20 小松地区集会所 大字上浅見川字小松97-10
11：35～11：45 箒平地区集会所 大字上浅見川字下箒平1-2
13：00～14：30 役場前駐車場 大字下北迫字苗代替35

川内村 5/17（金）

９：00～９：30 第１区集会所前 大字上川内字前谷地106-1

川内

９：40～10：00 第２区集会所前 大字上川内字関場28-1
10：10～10：30 第３区集会所前 大字上川内字町分439
10：40～11：00 第４区集会所前 大字上川内字大根森67-1
13：00～13：30 第５区集会所前 大字下川内字坂シ内33-2
13：40～14：00 第６区集会所前 大字下川内字石崎31-2
14：10～14：30 手古岡集会所前 大字下川内字手古岡231-1
14：40～15：00 第７区集会所前 大字下川内字北川原11-9

5/19（日） ９：00～11：00 川内村役場玄関前 大字上川内字早渡11-24

いわき市

5/20（月）

９：00～10：00 大熊町役場いわき連絡事務所 好間工業団地1-43 大熊
10：10～10：40 上好間応急仮設住宅 上好間字忽滑32 富岡
11：00～11：15 内郷白水応急仮設住宅 内郷白水町字長槻1-3

楢葉11：35～11：55 上荒川応急仮設住宅 平上荒川字後沢201
13：30～13：40 四倉町細谷応急仮設住宅 四倉町細谷字御殿東1-1
14：00～14：20 下高久応急仮設住宅 平下高久下原178 富岡
14：40～15：40 高久第８応急仮設住宅 平上高久大日作1 楢葉

5/20（月）

９：00～９：30 南台応急仮設住宅 南台三丁目1-1 双葉
10：20～10：30 常磐銭田応急仮設住宅 常磐西郷町銭田106-27 楢葉
10：45～11：15 渡辺昼野応急仮設住宅 渡辺町昼野白岩1-1 大熊
11：25～11：55 泉玉露応急仮設住宅 泉玉露二丁目10番1 富岡
13：30～14：00 小名浜上神白応急仮設住宅 小名浜上神白字山崎16-1 大熊
14：20～14：40 林城八反田応急仮設住宅 小名浜林城字八反田5-1 楢葉
14：50～15：20 鹿島町下矢田応急仮設住宅 鹿島町下矢田字二反田21-1 大熊

郡山市 5/21（火）

９：00～９：20 緑ヶ丘応急仮設住宅 緑ヶ丘東七丁目27-1 富岡

９：50～10：20 南一丁目応急仮設住宅 南1丁目94 富岡
川内

10：50～11：05 富田町稲川原応急仮設住宅 富田町稲川原36-1 川内

11：10～11：50 富田町若宮前応急仮設住宅 富田町若宮前32
富岡
川内
双葉

13：00～13：15 喜久田応急仮設住宅 喜久田早稲原字上ノ端54-4 双葉13：35～13：50 日和田応急仮設住宅 日和田町高倉字諏訪前82
大玉村 5/21（火） 14：30～14：50 大玉村安達太良応急仮設住宅 玉井字横堀平158-16 富岡

生後91日以上のすべての飼い犬が対象です

犬の登録と狂犬病予防注射
　平成25年度の狂犬病予防集合注射を下記の日程で行います。今年
度より双葉郡内の他町村で行う集合注射会場でも注射が受けられる
ようになりましたので、最寄りの会場にお越しください。
　集合注射での予防注射が困難な場合、６月30日までに動物病院で
個別に実施してください（費用は動物病院によって異なるので、事
前に電話でお問い合わせください）。
　また、富岡町管轄以外の応急仮設住宅等や動物病院で注射を受けた場
合、注射証明書を富岡町役場郡山事務所または各出張所まで提出してく
ださい（郵送可）。
 問生活環境課 環境衛生係

（15）　広報とみおか

登録と狂犬病予防接種は飼い主の義務です。
　狂犬病は、犬だけではなく人にもうつる感染症です。
近年国内では発症例がありませんが、感染した犬に噛
まれ発症すると、致死率が非常に高い恐ろしい病気で
す。生後91日以上の飼い犬は、「狂犬病予防法」により、
登録の申請と年に１度の狂犬病予防接種が義務付けら
れています。
　町では、犬の登録と狂犬病予防注射を次のとおり行います。
①狂犬病予防注射にかかる費用は、登録済みの飼い犬
の場合、2,550円（注射済交付手数料は今年度も免除）
です。飼い犬が未登録の場合、登録料が別途3,000
円必要です。集合注射を受ける為には事前に、町へ
の登録が必要となります。

②登録済みの犬の飼い主は、４月中旬に送付される狂
犬病予防定期集合注射通知書はがきを会場へ持参し
てください。

③新規登録するときは、富岡町役場郡山事務所生活環
境課または、いわき、三春、大玉各出張所にご連絡
ください。犬の登録は一頭につき生涯一回です。犬
を飼い換えた場合は新たに登録をしなければなりま
せん。また、犬の死亡・失踪・飼主情報の変更につ
いては、必ず生活環境課までご連絡ください。

 飼い犬の所在地変更について 
　飼い犬の住所を現在の避難先市町村へ変更すると、
避難先で集合注射等のサービスを受けることができま
す。詳しくは、避難先の市町村にお問い合わせください。

地　域 期　日 時　　間 会　　　　        　場 管　轄

福島市 5/22（水）

９：30～９：40 しのぶ台応急仮設住宅 上鳥渡字しのぶ台29-4 浪江
９：50～10：00 さくら応急仮設住宅 さくら一丁目10-1 双葉
10：10～10：20 笹谷東部応急仮設住宅 笹谷字片目清水36-4

浪江10：30～10：35 南矢野目応急仮設住宅 南矢野目字中谷地33
10：45～11：00 北幹線第一応急仮設住宅 飯坂町平野字早川原20-1
11：00～11：15 北幹線第二応急仮設住宅 飯坂町平野字内小原田8-1 双葉
11：25～11：35 宮代第一応急仮設住宅 宮代字向上川原1 浪江

相馬市 5/22（水） 14：30～14：40 大野台第８応急仮設住宅 大野台2丁目2-4 浪江

二本松市 5/23（木）

８：30～８：45 杉内多目的運動広場応急仮設住宅 西勝田字杉内235

浪江

９：00～９：10 大平農村広場応急仮設住宅 太子堂327
９：20～９：30 建設技術学院跡応急仮設住宅 安達ヶ原1丁目55-1
９：45～９：55 旧平石小学校応急仮設住宅 赤井沢472
10：10～10：20 杉田農村広場応急仮設住宅 七ツ段128
10：25～10：30 杉田住民センター応急仮設住宅 西町223-1
10：45～10：55 永田農村広場応急仮設住宅 永田6丁目513-2
11：05～11：15 岳下住民センター応急仮設住宅 三保内72-1
11：25～11：35 郭内公園応急仮設住宅 郭内2丁目93-1
11：35～11：45 塩沢農村広場応急仮設住宅 中ノ目100
12：00～12：15 安達運動場応急仮設住宅 油井字長谷堂230

桑折町 5/23（木） 14：40～15：00 桑折駅前応急仮設住宅 字東段30 浪江
白河市 5/24（金） 10：00～11：00 郭内応急仮設住宅 敦内151-41 双葉

本宮市 5/25（土）

９：00～９：10 恵向公園応急仮設住宅 荒井字恵向121-6

浪江

９：30～９：40 高木公園応急仮設住宅 高木字黒作
10：00～10：05 小田部応急仮設住宅 糠沢字小田部1
10：10～10：20 石神第一応急仮設住宅 糠沢字石神55
10：25～10：30 和田石上応急仮設住宅 和田字石上141-1
10：40～10：50 栗木平応急仮設住宅 和田字牛ヶ平58

二本松市 5/25（土） 14：00～14：30 二本松事務所駐車場 北トロミ573 浪江
会津美里町 5/27（月） ８：30～９：30 会津美里町宮里応急仮設住宅 字本郷道上1 楢葉

会津若松市 5/27（月）

10：00～10：20 亀公園応急仮設住宅 間宮新町北２丁目113

大熊

10：50～11：20 河東学園応急仮設住宅 河東町南高野字舘ノ内42-1
13：00～13：30 松長近隣公園応急仮設住宅 一箕町松長１丁目17-1
13：40～14：00 一箕町長原地区応急仮設住宅 一箕町大字松長字長原200
14：20～14：40 扇町１号公園応急仮設住宅 扇町157-1
15：00～15：20 城北小学校北応急仮設住宅 城北町1-21
15：40～16：00 第二中学校西応急仮設住宅 城前1-91
16：20～16：40 東部公園応急仮設住宅 桧町8-1

三春町 5/28（火）

９：00～９：20 旧中郷小学校応急仮設住宅 大字柴原字柴原80-1

葛尾

９：25～９：30 旧中郷小学校（東）応急仮設住宅 大字柴原字柴原80-1
９：45～９：55 狐田応急仮設住宅 大字狐田字沢口9-1
10：00～10：10 過足応急仮設住宅 大字過足字寺の前182
10：20～10：30 西方浮貝応急仮設住宅 大字西方字浮貝645
10：35～10：45 斎藤場上田応急仮設住宅 大字斎藤字場上田227-1
10：55～11：10 斎藤里内応急仮設住宅 大字斎藤字里内122-1
11：15～11：25 中妻分館前応急仮設住宅 大字鷹巣字大日向19-1
11：35～11：45 鷹巣瀬山応急仮設住宅 大字鷹巣字瀬山334
11：50～12：30 貝山応急仮設住宅 大字貝山字井堀田287-1
13：30～13：45 平沢応急仮設住宅 大字平沢字谷戸500-1

富岡
14：05～14：15 沢石応急仮設住宅 大字実沢字楢梨214-1
14：35～14：45 熊耳応急仮設住宅 大字熊耳字南原31-2
15：00～15：10 もみじ山応急仮設住宅 西方字石畑374
15：20～15：30 柴原萩久保応急仮設住宅 大字柴原字萩久保80-1

広報とみおか　（14）
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双
葉
農
業
普
及
所

　

☎
０
２
４
６-

２
４-

６
０
４
４

開 催 日 開催地区 開　催　場　所 開催時間

4月11日（木） いわき市 いわき明星大学大学会館２階

10：00～
15：00

4月12日（金） 会津若松市 会津若松市扇町応急仮設住宅集会所

4月18日（木） 三春町 三春貝山多目的運動公園管理棟

4月19日（金） 郡山市 郡山市富田町若宮前応急仮設住宅集会所

4月26日（金）二本松市
浪江町役場二本松事務所　
二本松市北トロミ573番地

地区別座談会開催日時及び場所
地区名 開　催　日　時 開　催　場　所 住　所
福　島 ５月９日（木）午後 １時30分 パルセいいざか 福島市飯坂町字筑前27番地の1

川　内 ５月13日（月）午後 １時30分 JAふたば川内支店 双葉郡川内村上川内字町分106番地

広　野 ５月15日（水）午前10時00分 JAふたば広野支店 双葉郡広野町下北迫字苗代替1番地の1

いわき ５月15日（水）午後 ２時00分 いわき産業創造館（ラトブ６Ｆ） いわき市平字田町120番地

会　津 ５月16日（木）午前10時00分 会津若松市文化センター 会津若松市城東町14-52

郡　山 ５月16日（木）午後 ２時00分 福島県農業総合センター 郡山市日和田町高倉字下中道116
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お知らせ
自
動
車
税
の
課
税
に
つ
い
て

　

警
戒
区
域
に
置
い
て
あ
る
自
動

車（
軽
自
動
車
を
除
く
）に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
以
降
の
自
動
車

税
を
減
免
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
３
月
25
日
に
警
戒
区
域

が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
帰

還
困
難
区
域
以
外
に
置
い
て
あ
る

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

度
４
月
以
降
の
自
動
車
税
が
課
税

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
解
除
後
２
ヶ
月
以
内
に

被
災
車
両
と
し
て
永
久
抹
消
登
録

（
用
途
廃
止
等
）を
行
う
と「
申
告
」

に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

問 

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
４-

２
６-

１
１
２
７

保
育
料
の
助
成
に
つ
い
て

　

富
岡
町
か
ら
住
民
票
を
移
さ
ず

避
難
し
て
い
る
方
で
保
育
所
へ
の

入
所
を
希
望
し
て
い
る
方
は
、
原

発
避
難
者
特
例
法
に
よ
り
避
難
先

の
市
町
村
で
保
育
入
所
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
但
し
、
避

難
先
の
自
治
体
等
に
よ
っ
て
は
、

保
育
料
負
担
金
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
保
護
者
が

納
付
し
た
保
育
料
の
助
成
支
援
を

行
い
ま
す
。
申
請
書
は
、
富
岡
町

役
場
郡
山
事
務
所
・
い
わ
き
・
大

玉
・
三
春
の
各
出
張
所
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ【
災
害
版
】申
請
書
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
の「
保
育
料
の
助
成
に

つ
い
て
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
の
受
付
は
富
岡

町
役
場
郡
山
事
務
所
と
な
り
ま

す
。
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問 

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

問  企画課　情報統計係

４月１日から「届出避難場所証明書」の発行がはじまります４月１日から「届出避難場所証明書」の発行がはじまります
　東日本大震災における原子力発電所事故により、住民票を移さずに避難を余儀なくされている住民
の方を対象に、原発避難者特例法に基づく「届出避難場所証明書」を交付します。
　「届出避難場所証明書」は、富岡町に避難先を届出している方に、届出している避難場所に相違がな
いことを証明するもので、民間契約等の際に、避難場所の証明を求められた場合などに使用できます。

▼対象者
　現在、富岡町の住民基本台帳に登録されている方で、富
岡町に避難場所を届出している方。

※避難場所の届出をしていない方や避難場所を移動されて
未届けの方は避難場所の届出をしてください。

▼手数料　無料

▼受付場所　富岡町役場郡山事務所企画課・各出張所

▼必要なもの
①請求者の本人確認できるもの
・写真付きの場合は1種類（免許証、住基カード、パスポートなど）
・写真付きが無い場合は2種類（保険証と年金証書、保険証と年
金手帳など）

②印鑑

▼請求できる方
・本人または同一世帯の方
※代理人が申請する場合は、委任状が必要となります。

▼郵便請求をする場合に必要なもの
①請求書（町ホームページからダウンロードができます）
　※任意様式も可
②返信用封筒（切手貼付）
　※必要な方の避難場所以外へは送付できません
③本人確認ができる書類のコピー
・写真付きの場合は1種類（免許証、住基カード、パスポートなど）
・写真付きが無い場合は2種類（保険証と年金証書、保険証
と年金手帳など）

※ファックス、電子メールによる申請は不可

▼返信用封筒

80円
切手

〒963-0201
郡山市大槻町字西ノ宮48-５
富岡　太郎

郵便申請する際に必要な項目及び記載例
（請求者の名前）　　富岡　太郎

（富岡町の住所）　　富岡町大字本岡字王塚622－１

（ 生 年 月 日 ）　　昭和30年４月１日

（ 性 別 ）　　男

（ 電 話 番 号 ）　　０１２０－３３６－４６６

（必要な方の名前）　　富岡　太郎

（富岡町の住所）　　富岡町大字本岡字王塚622－１

（ 生 年 月 日 ）　　昭和30年４月１日

（ 性 別 ）　　男

（ 避 難 場 所 ）　　郡山市大槻町字西ノ宮48－５

（当該避難場所における滞在開始日）

　　　　　　　　　平成23年12月19日

（必要な部数）　　１部

（請求者との関係）　　本人

（ 使 用 目 的 ）　　銀行口座開設のため

広報とみおか　（16）



ボランティア活動は
私の夢でした

薬剤師
加藤　優子さん

玉
仮
設
診
療
所
は
、
東
日
本

大
震
災
そ
し
て
原
発
事
故

に
よ
る
避
難
で
、
富
岡
町
民
ら
が
身

を
寄
せ
て
い
た「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト

ふ
く
し
ま
」内
に
医
療
体
制
を
整
え
、

井
坂
晶
医
師（
富
岡
中
央
医
院
）、
堀

川
章
仁
医
師（
夜
の
森
中
央
医
院
）、

佐
藤
正
憲
医
師（
さ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ

ク
）、
新
妻
学
歯
科
医
師（
新
妻
歯

科
医
院
）の
４
人
を
中
心
に
診
療
を

行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
当
初

は
、
設
備
も
薬
も
十
分
で
は
無
い
中

で
の
診
療
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
関

係
機
関
か
ら
の
支
援
と
協
力
を
受

け
、
処
置
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
平
成
23
年
８
月
１
日
、
安

達
郡
大
玉
村
の
大
玉
村
安
達
太
良

応
急
仮
設
住
宅
の
集
会
所
で
診
療

を
開
始
し
、
同
年
10
月
１
日
に「
大

玉
仮
設
診
療
所
」を
開
所
。
４
人
の

医
師
が
、
日
替
わ
り
で
診
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
仮
設
住

宅
に
お
住
ま
い
の
方
だ
け
で
は
な

く
、
遠
方
の
避
難
先
か
ら
診
療
に

訪
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
期
化

す
る
避
難
生
活
で
健
康
を
保
つ
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
季
節
に
よ

り
発
症
す
る
流
行
病
な
ど
へ
の
注

意
点
な
ど
を
、
４
人
の
医
師
が
交

代
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

大

私たちのお医者さん

第１回　「診療所紹介」

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

診療所で患者を支えてくれた薬剤師を紹介します

　私は、神奈川県藤沢市（江ノ島の近く）出身です。
東京理科大学薬学部を卒業後、すぐに東京都中野
区の佼成病院（340床の総合病院）に勤め、定年ま
での35年間働き、その後は、調剤薬局でパートタ
イマーをしていました。
　私が大玉仮設診療所に勤めるきっかけとなった
のは、平成23年３月11日に起きた、東日本大震災
です。テレビで震災の報道を見て、すぐに神奈川
県薬剤師会にボランティア登録をしました。その
後、郡山市のビッグパレットふくしまと宮城県の
石巻薬剤師会に派遣され、永年の経験を生かしボ
ランティア活動を行いました。ちょうどその頃、
大玉村に富岡町民107世帯310人が住む安達太良応
急仮設住宅が建設され、敷地内に開所された大玉
仮設診療所に勤めることとなりましたが、先月末
で契約が終了し退職となりました。私自身も応急
仮設住宅に住み、町民の皆さんにと共に生活し、
寄り添った１年半でしたが、少しでも皆さまのお
役に立てたことを嬉しく思います。

診療所内の様子

診療にあたる
新妻歯科医師

曜　日 診療科目 担当医師 備　考

月 内科・外科 佐藤正憲 午後３時まで

火 歯　　科 新妻　学

水 歯　　科 新妻　学

木 内科・外科 井坂　晶

金 内　　科 堀川章仁

問  0243-48-4710

診療科目：内科・外科・歯科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

診療日
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平成９年３月富岡第二中学校卒業生（昭和56年度生）の皆様へ ～ 同窓会開催のお知らせ ～

い
わ
き
市
新
卒
・
若
年
者
等

就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
参
加
者
募
集

　

い
わ
き
市
で
は
、
卒
業
時
に
就

職
の
決
ま
っ
て
い
な
い
新
卒
者

（
既
卒
３
年
以
内
を
含
む
）や
、
早

期
離
職
に
よ
り
安
定
し
た
職
に
就

い
て
い
な
い
若
年
者
等
の
就
職
支

援
と
し
て
、
学
び
の
場
、
相
談
支

援
・
支
援
の
場
、
働
く
場
を
一
体

的
に
提
供
す
る
、
新
卒
・
若
年
者

等
就
職
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
の
条
件
を
満
た
す

　

方
で
、
い
わ
き
市
内
で
の
就
職

に
向
け
、
就
職
活
動
を
継
続
す

る
意
志
の
あ
る
方（
市
内
在
住

者
の
ほ
か
、
市
外
か
ら
の
転
入

者
も
含
む
）

①
新
卒
者（
高
校
・
大
学
等
を
平

成
25
年
３
月
卒
業
）で
、
未
就

職
と
な
っ
て
い
る
方

②
既
卒
者(

高
校
・
大
学
等
を
平

成
23
年
３
月
以
降
に
卒
業)

で
、

未
就
職
と
な
っ
て
い
る
か
、
早

期
離
職
等
に
よ
り
、
継
続
し
て

１
年
以
上
同
じ
事
業
主
に
正
規

雇
用
さ
れ
て
い
な
い
方

③
若
年
者（
44
歳
未
満
）で
、
早
期

離
職
等
に
よ
り
、
未
就
職
と

な
っ
て
い
る
か
、
継
続
し
て
１

年
以
上
同
じ
事
業
主
に
正
規
雇

用
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
事
業
内
容

 

学
び
の
場

　

就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
セ
ミ
ナ
ー

　

の
受
講

・
セ
ミ
ナ
ー
内
容

　

就
職
活
動
の
基
礎
知
識
、
書
類

作
成
、
自
己
分
析
、
実
践
的
な

面
接
対
策　

な
ど

・
実
施
期
間　

　

平
成
25
年
４
月
〜
６
月

※
週
１
回
３
時
間
程
度
で
、
全
10

　

回
開
催
し
ま
す
。

 

相
談
・
支
援
の
場

　

早
期
の
就
職
に
向
け
た
相
談
・

支
援

・
個
人
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
就
職
相
談
、
職
業
紹
介

・
就
職
面
接
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
情
報
提
供

※
就
職
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
も
就
職
が
決
ま
る

ま
で
、継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

 

働
く
場（
希
望
者
の
み
）

実
践
的
な
就
労
経
験
・
就
業
意

欲
の
醸
成

・
民
間
企
業
等
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制

度
の
活
用
に
よ
る
就
業

・
市
日
々
雇
用
職
員
に
よ
る
就
業

※
応
募
者
全
員
の
雇
用
を
確
約
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
市
内
事
業
所
を
中
心
に
、
企
業

　

開
拓
し
、
就
業
希
望
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
ま
す
。

▼
定
員　

　

50
名

▼
募
集
期
間

　

平
成
25
年
４
月
30
日
ま
で　

※
定
員
に
達
し
次
第
、
募
集
終
了

▼
申
込
方
法

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

載
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
参

加
申
込
書
は
、
い
わ
き
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
事
が
可
能
で
す
）。

問 

い
わ
き
市
役
所　

商
工
観
光
部

　
 

商
工
労
政
課　

労
政
係

　

☎
０
２
４
６-

２
２-

７
４
７
８

　

FAX
０
２
４
６-

２
１-

０
８
９
２

　春の訪れを感じ、夜の森の桜を思い出す季節になりました。皆様お元気でしょうか? この度、女子の
皆さんが厄年ということもあり、同窓会を企画いたしました。県内外に住居をおかれているため、難し
いかもしれませんが、たくさんのご参加をお待ちしています。
・日　時　平成25年7月13日(土)　17：30～
・場　所　郡山駅前に17:15分までご集合いただき、会場(駅前周辺を予定)に移動します。
・会　費　5,000円（5月末迄に下記口座へお振込みください）
・振込先　ゆうちょ銀行　記号：10650　番号：29221771（他金融機関から振込む場合　店名068店　口座番号2922177）
　　　　　名義：ホリモトユカリ（個人名義ですが、同級会用に開設します）
・その他　参加の有無を次のアドレスへメールでお知らせください。メールには氏名（旧姓含む）、参加
　　　　　の有無、会費の振込日をご記入ください。また、差し支えなければ電話番号と現住所もお知
　　　　　らせください。　
　　　　　メールアドレス　tomioka_2nd_jhs_s56@yahoo.co.jp 
　　　　　※新たに同級生名簿を作成するため、不参加であってもご連絡をお願いします。
[平成９年３月に富岡第二中学校を卒業されたお子さん（昭和56年度生）がいるご家族の方へ]
　現在の避難が続く状況や、震災前から転出等していてこの記事を見られない同級生もいるかと思います。
こちらをご覧になられたご家族の皆さん、この記事を息子さん、娘さんに伝えて頂けると幸いです。ご家
族の皆さんのご協力、お力添えを頂けますようお願い申し上げます。

幹事代表：田中桂一、堀本ゆかり、大須賀美幸、佐野佳子

お知らせ
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ぴっ すとぴっく す
筑波大学津軽三味線
　  倶楽部から町へ義援金

原発と子どもたちの
未来を考える会より町へ義援金

　１月27日に茨城県つくば市で開催された、筑
波大学井坂流津軽三味線倶楽部無絃塾（井坂斗絲
幸塾長）の卒業公演において、同大学の学生によ
る募金活動が行われ、集まった浄財が富岡町に
寄付されました。
　演奏会には、富岡町民60名が招待され、参加
した豊田直助さん（高津戸）と渡辺長一さん（清
水）が代表で義援金を預かり、２月23日、いわき
平交流サロンにおいて遠藤町長に手渡されまし
た。

　岐阜県で活動を続ける原発と子どもたちの未来
を考える会主催の、記録映画「立入禁止区域・双葉」
の上映イベントが２月24日に同県で行われ、会場
で募った義援金が富岡町に寄付されました。
　このイベントでは、映画上映のほか佐藤紫華子さ
ん作の詩集「原発難民の詩（うた）」の朗読やトーク
対談も行われ、対談に出演し警戒区域や富岡町民
の現状を訴えた小貫和洋さん（中央）と鈴木文子さ
ん（同）が３月13日に役場郡山事務所を訪問し、イ
ベント事務局から託された義援金を遠藤町長に手
渡しました。

遠藤町長に義援金を手渡す渡辺さん（左）と豊田さん（中央）

遠藤町長に義援金を手渡す小貫さん（中央）と鈴木さん

平成25年１月～２月に義援金をいただいた企業・団体・個人名を掲載いたします。
（順不同・敬称略）

・これまで寄せられた義援金　　４億８，８４７万５９２ 円（２月末日現在）
・ 配分された額　　　　　　　　２億３，９９４万円（同）

井戸川自転車店（東京都品川区）　渡辺貞・たみ子（山形県上山市）　財団法人福島民報厚生
文化事業団（福島市）　檜佐文野（埼玉県川口市）　島崎商事有限会社代表取締役島崎保夫
（東京都国分寺市）　株式会社チェンジ代表取締役長瀬功（福岡県久留米市）　新日本婦人の
会会長笹井貴美代（東京都文京区）　久留米市長楢原利則（福岡県久留米市）　在京富岡友の
会　 筑波大学井坂流津軽三味線倶楽部無絃塾井坂斗絲幸（茨城県つくば市）

皆さまの温かいご支援、　 
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富岡の児童へ　
　　  童話集のプレゼント

“光の国”から
　　  マイクロバスを寄贈

心温まる花束の贈りもの

　（株）猪狩商店JX富岡ステーション社長の猪狩
昭彦さんが、JX童話賞作品集「童話の花束」を寄
贈されました。
　この童話集は「心のふれあい」をテーマに全国
から作品を募集し作成されたもので、昨年12月
に開催された富岡町立小学生のつどいに参加し
た低学年児童に配布されました。

　円谷プロダクションなどが立ち上げた東日本
大震災被災地支援団体「ウルトラマン基金」から、
福島県では初めて、富岡町にマイクロバス１台
が寄贈されました。
　贈呈式は役場郡山事務所で行われ、円谷プロ
の大岡新一社長が「大変な思いをしている子ども
たちのために使ってほしい」と、駆け付けたウル
トラマンとともに遠藤町長へレプリカキーを手
渡しました。
　バスは29人乗りで、車体には数多くのウルト
ラヒーローが描かれ、今年６月頃からスクール
バスなどでの運用を予定しています。

　３月８日、和歌山県JA紀州中央の花農家が作っ
たスターチスとカスミソウの花束、計600本が寄贈
されました。
　同JAではエコキャップ運動を展開しており、こ
の日はNPO法人エコキャップ推進協会南東北支部
の今泉恵一支部長が代理で役場郡山事務所を訪れ、
遠藤町長に花束を手渡しました。
　いただいた花束は、３月９日に行われた「咲くら
希望の集い」の会場に置かれ、参加された町民の皆
さんの心に彩りを添えていました。

教育委員会職員に絵本を手渡す猪狩さん（右）

遠藤町長にバスのキーを手渡す大岡社長（右）とウルトラマン

遠藤町長に花束を手渡す今泉支部長

 ありがとうございました
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所
３月15日（晴れ）

地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 4.75 7.42 
38 双葉環境センター 2.94 5.17 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 4.82 7.25 
40 深谷集会所 7.32 7.22 
41 赤坂神社前 7.71 11.50 
42 太平洋ブリーディング前 14.90 18.90 
43 みよし前交差点 11.60 25.30 
44 富岡自動車学校前 7.69 10.30 
45 リフレ富岡 4.68 5.26 
46 東洋育成園前 4.68 6.64 
47 富岡インター駐車場 4.99 6.47 
48 上手岡児童館 3.41 4.45 
49 下千里ライスセンター前 3.71 6.72 
50 舘山荘前 4.25 6.27 
51 夜の森つつみ公園 5.71 5.05 
52 総合グラウンド東側駐車場 5.48 8.92 
53 華の樹前 7.01 9.19 
54 宝泉寺前 4.10 9.01 
55 国道６号第二原発入口前 1.48 2.20 
56 猪狩スタンド前 1.70 3.01 
57 なべや駐車場前 1.57 3.09 
58 大東銀行富岡支店前 3.30 3.93 
59 富岡漁港 0.76 0.73 
60 サンライズイン富岡前 1.29 2.03 
61 福島富岡簡易裁判所前 3.21 5.49 
62 ヨークベニマル富岡店前 2.95 4.52 
63 今村病院前 5.30 9.03 
64 福島銀行富岡支店前 2.67 4.60 
65 龍台寺前 2.98 5.32 
66 清水団地前 3.05 4.33 
67 猪狩電気通信工業前 2.96 4.28 
68 上郡消防屯所 2.77 4.14 
69 岩井戸鉱泉 1.56 1.89 
70 富岡工業団地 2.07 1.97 
71 成沢の滝入口 1.79 2.73 
72 沼名子橋 3.37 4.79 

No. 測定場所
３月17日（晴れ/曇り）
地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 3.75 5.65 
２ 上千里消防屯所 2.38 3.08 
３ 杉内消防屯所 2.97 4.25 
４ 第二工業団地入口 4.77 4.75 
５ 高津戸集会所 6.50 9.67 
６ 富岡第二中学校東側 3.31 7.93 
７ 新夜ノ森集会所 7.89 9.73 
８ 夜の森公園 3.65 6.91 
９ 松の前待避所 12.20 13.20 
10 小良ヶ浜集会所 7.54 9.05 
11 町境（小良ヶ浜地区） 9.61 12.30 
12 深谷消防屯所 7.53 7.13 
13 富岡野球場 1.26 0.83 
14 観陽亭前 1.53 2.85 
15 富岡合同庁舎西側 3.78 3.99 
16 富岡養護学校 4.67 8.46 
17 老人福祉センター 9.02 19.40 
18 夜ノ森駅 7.46 9.66 
19 王塚集会所 6.45 8.39 
20 諏訪神社前 4.18 4.91 
21 上本町消防屯所 3.96 4.99 
22 上本町集会所 3.32 3.95 
23 リベラルヒルズ入口 3.27 5.51 
24 赤木集会所 2.36 3.56 
25 上郡山集会所 2.31 2.83 
26 太田集会所 1.37 2.08 
27 原下消防屯所 1.63 2.22 
28 富岡駅 0.98 2.58 
29 清水消防屯所 2.41 4.32 
30 役場 2.39 2.43 
31 浄化センター 1.09 1.62 
32 毛萱集会場 0.63 0.44 
33 富岡保育所 2.63 4.12 
34 中央児童館 3.35 4.93 
35 栄町駐車場 2.28 3.23 
36 岩井戸消防屯所 2.02 2.51 

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）
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安藤　治さん（高津戸）　消防長官功労章を受章

町民の安全安心と富岡町の治安を守る
「とみおか守り隊」に委嘱状を交付

　富岡町消防団長の安藤治さん（高津戸）が
消防長官功労章を受章されました。
　安藤さんは、昭和49年10月に町消防団へ
入団。永年に渡り地域の防災や安全のため
に尽力され、震災後も他の消防団員ととも
に週２回富岡町内の見回りを行うなど、精
力的に活動を続けています。
　安藤さんは「従来の消防団活動ができず残
念だが、避難指示区域の見直しに合わせ、
これからも町、そして町民の安全・安心を
守るために頑張りたい」と今後に向けての抱
負を語られました。

　富岡町の避難指示区域が3月25日に再編
されることを受け、町内のパトロール組
織「とみおか守り隊」が結成され、３月19
日、役場郡山事務所で委嘱状交付式が行
われました。
　遠藤町長から隊員一人ひとりに委嘱状
を手渡したあと、「震災以降、安藤団長を
中心に町内のパトロールや線量測定など、
皆さんのご尽力に敬意と感謝を申し上げ
る。区域再編に際し、防犯など不安材料
もあるが皆さんの活動を大変心強く思う。
町民の生命財産や防犯防火、安心確保の
ために、任務を遂行していただきたい。」
と隊員の皆さんを激励しました。
　とみおか守り隊は3月25日から任務にあ
たっており、これまでの線量測定と併せ、
警察や双葉広域消防と連携しながら、町
民の安全安心、そして富岡町を守るため
に特別警戒を遂行していきます。

遠藤町長に受章の報告をされた安藤さん

遠藤町長から隊員に委嘱状を交付

富岡町の安全安心を守る隊員の皆さん

ぴっ すとぴっく す
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この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。


